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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、西欧中世文書史料を対象として、近年の西欧中世史料学・史料論研究の動向を整理・

分析し、重要な論点を提示・検討することを目的とした。この際、西欧の主要地域や学界を広

く視野におさめるとともに、比較史的観点を重視した。以上の目的を遂行するため、ときにゲ

スト研究者を招聘しながら、定期的にテーマを特定した研究会・シンポジウムを開催した。研

究の成果は、個別論文や学会報告として公表するとともに、毎年度年次成果報告書を刊行して

公開した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This project research presented as the main aim the examination of current research 

trends in Diplomatics, Study of Documents, in Medieval Europe. On this occasion, 

attentions were paid particularly to an extension of the research problematic and a 

comparative viewpoint. Several meetings and colloquium were regularly held, and the 

results of the project were published every year in the form of the annual report.  
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１．研究開始当初の背景 

近年、歴史学の実証基盤を揺るがす批判が多
方面から提出されているが、実証的歴史学の
立場から、このような動向を批判的に摂取し、
対峙するためのもっとも有効な手段として、
史料論に関わる問題関心がある。史料は現実

の関係では何を語っているのか（史料の生成）、
我々がそれを見ることが出来るのはなぜなの
か（史料の伝来）、そもそも現実を「史料」 
として認識する歴史家の作業とは何か（歴史
家の史料認識論）、などの問いかけがそれで
ある。この際、伝統的に、西欧の史料学研究
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において中心的な地位を占めてきた文書系史
料についての研究動向を調査して、現在、史
料学・史料論研究の最前線でどのような努力
が積み重ねられ、新しい発想による研究が、
いかなる論点を提示しているかを検討するこ
とは、以上の課題にそなえるための絶好の観
測台の一つと考えられる。 
 

 

２．研究の目的 

本研究は、西欧中世文書史料を対象として、
近年の西欧中世史料学・史料論研究の動向を
整理・分析し、重要な論点を提示・検討する
ことを目的とする。研究の成果は、「西欧中
世文書の史料論的研究に関する研究の現状と
展望」としてまとめる。この際、西欧の主要
地域や学界を広く視野におさめるとともに、
日本史、中国史、イスラム文明史等との研究
協力を組織することによって、比較史的観点
を重視した共同研究を展開して、論点の明確
化に努める。 
 

 

３．研究の方法 

本研究は、大きく以下の二つの活動に分けら
れる。 
 
(1)欧米学界の研究動向の網羅的調査とその
検討結果の公表。具体的には、組織的・体系
的に関連情報を収集し（書籍、論文、研究集
会、学位論文、雑誌特集など）、その内容を 
研究会において共同で検討する。 
 
(2)共同研究の組織化。欧米の研究者や、日本
の他領域の専門家と協力して、史料学・史料
論についての共同研究を組織することである。 
 
 
４．研究成果 
本研究により、西欧中世文書の史料論的研究
が、歴史情報の認識や解釈に直接関わる論点
を多く提示していることを確認するととも
に、実証研究のあり方自体についての省察を
要求する展望を持つことを明らかにした。と
りわけ、明確な研究、運営方針に基づいて継
続的な共同研究を続けることで、史料論研究
の体系的な検討の基盤を形成し、他の分野と
の比較を参照軸を提供することができた。具
体的には、様式論のみならず、史料の機能や
関係についての認識を深めることで、歴史情
報としての史料現象の理解を深化させた。ま
た、趣旨に賛同する多数の研究者をゲスト報
告者、コメンテーターとして招聘するなど、
この分野の研究の全般的活性化と研究者の
交流に寄与した。 
具体的には、以下のような活動を展開した。 
 

(1)4 年間に 11 回にわたる研究会を、多様な
テーマで組織することにより、西欧中世文書
史料研究に関する最先端の動向を全般的に
検討した。具体的には、最初に文書史料の理
解をめぐる基礎的な研究、問題状況を検討し
た上で、私文書、リテラシー、都市における
文書実践、カロリング文書、非訴裁治権など、
近年欧米では熱い注目を集めながら、我が国
では未開拓のテーマを積極的に取り上げ。 
 
(2)欧米の研究者を招聘しての研究会を開催
し、最先端の動向について相互交流する場を
多数設定した。さらに、毎回、比較史のセッ
ションを設けて、日本史の研究者との学術交
流を促進した。 
 
(3)最終年度には、総括研究会を開催し、碑
文、ハウスフォールド、公証、言語、アーカ
イブズ論など、新しい展望を開くテーマにつ
いて検討した。また、書き下ろしによる史料
論の学界動向論文集をまとめた。 
 
(4)研究成果を、毎年度、年次報告書として
刊行するとともに、ホームページでも直ちに
公開した。 
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